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国税庁作成の『平成 22 年分 確定申告書等作成コーナー』を利用した確定申告書の作成に

ついて説明します。 

一度作成しておくことにより、次年度での作成時に、基本データがそのまま活用でき、基本的

には数値のみの入力で作成が可能となります。 

 

『アクセス』 

平成 22 年分 確定申告書等作成コーナー：https://www.keisan.nta.go.jp/h22/ta_top.htm 

にアクセスする。 

 

『作成方法』 

① 初めての作成は、下記の『作成開始』をクリックし、始めてください。 

 

 

 

【注意】作成途中でも『保存』ができます。 

保存した後、改めて実施するときは、下記の『作成再開』をクリックし再開しますが 

再開方法については別途説明します。 

 

 

② 上記をクリック後、『ウインドウを閉じますか。』とポップアップしますので『はい』をクリック。 

③ 次画面で『          』をクリック。 

④ 次画面で、上段にある下記箇所の□をクリックし⇒最下段の               をクリック。 

 

 

⑤ 次画面で『郵便番号』を入力し         をクリックで基本住所が自動入力されるので、

番地、アパート名等追加入力する。 

⑥ 次に『氏名』を入力し⇒               をクリック。 

⑦ 次画面で、下記の『所得税の確定申告書』をクリック。 

 

 

⑧ 次画面で『                  』をクリック。 

⑨ 次画面で、                            にチェック有を確認し、      

『生年月日』を入力し、⇒               をクリック。 
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以上で基礎入力を完了し、確定申告の作成に入りますが、以下に注意してください。。 

 

【注意】 

 

作成を開始しようと、例えば収入金額等欄において『給与』をクリックしたところ、開かず 

下記のような表示が上段に出ている場合があります。 

 

 

 

このときは、以下の方法で処置してください。 

 

上記の『ポップアップ・・・・』表示をクリックし、次に表示された下記表示で 

『このサイトのポップアップを常に許可』をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

下記表示で『はい』をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記表示で『再試行』をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改めて『所得・所得控除等入力』票が表示されますので 

『給与』等をクリックし、作成を始めてください。 
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それでは確定申告の作成に入ります。 

入力項目については個々に違ってきますが、給与、年金の人は以下が基本と考えます。 

① 給与  

収入金額等欄の『給与』をクリック。 

【注意】クリック後、『ポップアップブロック』の注意が出た場合はポップアップを有効にする。 

  源泉徴収票から記載項目、支払者の住所・氏名等を入力。 

  源泉徴収税額が 0 円の場合も『0』入力を忘れずに。⇒               をクリック。 

② 公的年金等 

  『厚生労働省』欄には老齢厚生年金等の記載項目を入力。 

  住所等は       をクリックし自動入力。 

  『厚生労働省以外』欄には三洋企業年金基金等の記載項目を入力。 

支払者の住所・氏名等も入力し、⇒               をクリック。 

【注意】公的年金が枚数ある場合は          をクリックで追加入力する。 

③ その他（個人年金等公的年金以外のもの） 

『種類』10 年確定等、『名称』明治安田生命保険相互会社等、『場所』所在地を入力。 

『種類』確定年金等、『名称』全労済等、『場所』所在地を入力。等々 

『その他の雑所得に係る必要経費の合計額』を合算し                へ入力。 

⇒               をクリック。 

④ 医療費控除  

医療費合計額を計算し、下記の○をクリックし、チェック。 

 

『医療費の合計額』、『補てん金額』を入力し、⇒               をクリック。 

⑤ 社会保険料控除  

社会保険料控除証明書を準備し、『選択してください』をクリックし、介護保険、健康保険等

選択し、証明額を入力する。⇒               をクリック。 

⑥ 生命保険料控除  

生命保険料控除証明書を準備し、『個人年金証明額』、『一般証明額』を分類し入力。 

⇒               をクリック。 

⑦ 地震保険料控除  

『保険の種類』地震保険料等、『保険料の金額』を入力し、⇒               をクリック。 

⑧ 配偶者控除  

『配偶者の氏名』、『配偶者の生年月日』、『配偶者の所得金額』を入力。 

⇒               をクリック。 

⑨ 扶養控除  

『扶養親族の氏名』、『続柄』、『同居老親』、『生年月日』、『障害者該当』を入力、選択。 

⇒               をクリック。 
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⑩ 株式等の譲渡所得等 

『株式等の譲渡所得等』をクリックし、株式の『特定口座年間取引報告書』等から記載。 

『取引区分の選択』 

① 前年より繰り越した譲渡損失がある場合は□をチェック。今回初めての損失は不要。 

② 株式譲渡は、『特定口座（簡易）』か『特定口座（源泉）』『一般口座』を確認し、     

該当の□をチェックし⇒               をクリック。 

 

『一般口座』の場合 

【事例】三洋電機 ・取得 平成１８年６月７日 600,000 円 

・売却 平成２２年６月３日 300,000 円 

証券会社を通じて売却しましたが、特定口座は利用していません。 

売却時に、委託手数料 19,000 円がかかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後は順次『入力例』、『取引明細書』を見ながら記載。⇒               をクリック。 



『特定口座（源泉徴収口座）』の場合 

『特定口座年間取引報告書』等から記載。   内を記載し⇒               をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『翌年以後に繰り越される上場株式等に係る譲渡損失の金額』については 

順次内容を確認し、           をクリックしていくと最終項目で表示されます。 

書面提出では表示されない 



以上で基本的な確定申告は終了しましたので、とりあえずここで『保存』をしましょう。 

『所得控除等入力』画面で、最下段にある           をクリック。 

次画面で           をクリックし、メッセージポップアップで『ＯＫ』をクリック。 

ファイルのダウンロードで『保存』をクリック。保存先を決定し『保存』。 

『閉じる』で『所得控除等入力』画面に戻り、⇒               をクリック。 

 

次画面『住民税・事業税に関する事項』は入力の必要はないと思いますが、 

必要事項があれば入力してください。⇒               をクリック。 

 

次画面『住所・氏名等の入力』 

入力済み項目もありますが、内容を確認し、必要項目を入力、選択してください。 

『住所・提出先税務署』、『氏名・性別・電話番号・連絡先区分・提出年月日』『還付口座』等。 

⇒               をクリック。 

 

次画面『申告書等印刷』 

            をクリック。 

次画面で再度            をクリックすると、別画面で印刷のプレビューが表示される。 

別画面の『ファイル』⇒『印刷』（印刷はカラーで）⇒『ＯＫ』をクリック。 

印刷終了で、別画面の  で閉じる。 

『申請書等印刷』画面に戻り、           をクリック。 

 

次画面『作成後の確認事項』 

確認お必要があれば各項目を確認し、           をクリック。 

 

次画面『ご利用有難うございました』で、再度、『データ保存』を行い『終了』をクリック。 

 

【保存後の作成再開】 

保存した後、改めて再開するときは、下記の『作成再開』をクリックし再開します。 

 

 

 

次画面で下記の『参照』をクリックし、保存したファイルを『開く』クリックで開き、 

 

⇒            をクリック。 

次画面で下記の『作成再開』をクリック。 

 

しばらくすると『所得控除等入力』画面が表示されますので、以下上述の通りです。 
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